
与那原町長選挙令和８年
４月19日（日）執行

４月14日（火） ４月1５日（水）～４月18日（土）
告示日（立候補届出受付日） 期日前投票

４月19日（日）
８:30～20:00

投票所：与那原町役場1階 町民ラウンジ
開票所：上の森かなちホール

投票所：与那原町役場１階 町民ラウンジ
投・開票日

※与那原町外へ転出された方は投票できません
① 満18歳以上の日本国民であること
② 平成20年4月19日以前（4月20日生まれを含む。）
　 に出生した者
③ 令和８年１月13日以前から与那原町に住所を有する

【投票できる方（選挙権）】　

〇仕事や旅行などで滞在先での不在者投票
仕事や旅行などで、選挙期間中に名簿登録地以
外の市町村に滞在している方は、滞在先の選挙
管理委員会で不在者投票ができます。
〇病院・老人ホームでの不在者投票
（注意）施設等によって日時が異なります。
指定施設へ確認してください。

〇郵便等による不在者投票

■不在者投票の請求方法

　なお、今回初めて郵便投票をする場合は、あらか
じめ「郵便等投票証明書」の交付申請の手続きが
必要です。

身体障害者手帳や戦傷病者手帳を持っている方の
うち一定の障がいのある方や、介護保険の被保険
者証を持っている方で要介護５の方は、自宅等で
郵便等による不在者投票ができます。ただし、郵便
等による不在者投票については、投票用紙等の請
求は選挙の期日前4日までに行う必要があります。

「不在者投票請求書宣誓書」を与那原町選挙管理
委員会へ提出してください。「不在者投票請求書宣
誓書」の様式は、町ホームページに掲載いたします。
町のホームページでダウンロードするか町選挙管
理委員会でお渡しできます。ご不明な点は選挙管理
委員会へお問い合わせください。

上記に該当する方で、さらに次のいずれかに該当し、自書で
きない方は、あらかじめ届け出た代理人が投票用紙に記載
する「代理投票」による投票ができます。

郵便等による不在者投票のできる選挙人
障害者の区分

身体障害者
手帳

戦傷病者手帳

介護保険の
被保険者証

障害等の程度

両下肢、体幹、移動機能

免疫、肝臓機能

両下肢、体幹

要介護状態区分

心臓、腎臓、呼吸器、
膀胱、直腸、小腸機能

１級又は２級

1級又は３級

1級から３級

要介護５

特別項症から
第２項症

心臓、腎臓、呼吸器、
膀胱、直腸、小腸、肝臓

特別項症から
第３項症

障害者の区分

身体障害者
手帳

戦傷病者手帳

障害等の程度

上肢又は視覚

上肢又は視覚

１級

特別項症から
第２項症

不在者投票の制度を利用して投票した投票用紙が、投票日の
19日（日）までに与那原町選挙管理委員会に届かない場合
は無効となりますのでご注意ください。
※告示日前でも不在者投票制度を利用して投票用紙を請求
することができます。

※
不在者投票の請求（「不在者投票請求書宣誓書」の提出）は、
直接または郵送のみでしか受付することができません。FAX
やメールで「不在者投票請求書宣誓書」を送付しても受付す
ることができませんのでご注意ください。

※

不在者投票 ４月15日（水）～18日（土）

与那原町選挙管理委員会 からのお知らせ

与那原町選挙管理委員会 945-2201（総務課内）お問い合わせ

７:00～20:00投票時間

20:20～開票時間

場   所
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教
育
・
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

国
際
交
流

教
育
行
政

　「第
３
次
与
那
原
町
教
育
大
綱
」
の

着
実
な
実
施
と
「
教
育
基
本
法
」
に

示
さ
れ
る
「
す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と

し
く
、
教
育
を
受
け
る
機
会
が
与
え

ら
れ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
、
ま
た
、
教
育

に
対
し
、
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
が

連
携
し
協
力
す
る
環
境
」
の
実
現
に

努
め
ま
す
。

学
校
給
食

社
会
教
育・文
化・

ス
ポ
ー
ツ

　学
校
給
食
費
は
国
や
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
小

中
学
生
の
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施

　海
外
友
好
親
善
大
使
人
材
育
成
事

業
は
、
１
名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

両
国
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と

文
化
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　社
会
情
勢
の
変
化
が
激
し
い
中
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
学
び
続
け
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
は
、
行
政
の
重
要
な
使

命
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
自
治
会
や

関
係
団
体
の
連
携
を
強
化
し
、
町
民

主
体
の
学
び
と
交
流
の
機
会
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　文
化
行
政
で
は
、
与
那
原
町
の
歴

史
・
伝
統
・
地
域
に
息
づ
く
文
化
資

源
を
守
り
、
正
し
く
継
承
す
る
と
と

も
に
、
広
く
発
信
し
、
郷
土
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
育
む
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。
町
史
編
さ
ん
事
業
や
文
化

財
の
保
護
・
保
存
、
与
那
原
大
綱
曳

資
料
館
で
の
伝
統
文
化
の
普
及
・
活

用
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
令
和
８
年
度
は
、
町
民
参
加

型
の
「
ふ
れ
あ
い
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
、
文
化
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
し
ま
す
。 

学
校
教
育

学
校
施
設

　電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
し
、

授
業
で
の
集
団
学
習
や
家
庭
で
の
個

別
学
習
な
ど
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

と「
協
働
的
な
学
び
」を
構
築
し
ま
す
。

　ま
た
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

に
よ
る
外
国
人
英
語
教
師
の
配
置
や

英
語
検
定
補
助
の
実
施
な
ど
に
よ
り

語
学
力
向
上
に
取
り
組
み
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た
県
内
外
国
人
家
庭
へ

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
、
外
国
語

教
育
と
次
代
を
担
う
国
際
人
材
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
学
習
支
援
員
や
各
種
支
援
員

を
配
置
し
、
児
童
生
徒
の
個
性
に
応

じ
た
、
き
め
細
か
な
学
習
指
導
や
学

校
生
活
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
不
登

校
児
童
生
徒
に
は
学
校
以
外
の
居
場

所
を
確
保
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
、
各
小
中
学
校
に
自
立

支
援
教
室
を
設
置
し
、
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
し
ま
す
。

　児
童
生
徒
が
い
る
全
世
帯
に
対
し

て
就
学
援
助
制
度
の
積
極
的
な
周
知

と
活
用
を
促
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
力
向
上

推
進
協
議
会
に
お
け
る
地
域
と
の
連

携
に
よ
り
、
家
庭
学
習
の
定
着
・
向

上
に
努
め
、
さ
ら
に
「
自
他
の
尊
厳

を
重
ん
じ
る
『
人
権
教
育
』
や
、
自

立
し
て
未
来
を
切
り
拓
く
『
キ
ャ
リ

ア
教
育
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

　令
和
７
年
度
に
策
定
し
た「
与
那

原
町
立
学
校
の
教
職
員
に
関
す
る
業

務
量
管
理・健
康
確
保
措
置
実
施
計

画
」に
基
づ
き
、部
活
動
の
地
域
展
開

な
ど
を
通
し
て
、学
校
で
の
働
き
方
改

　学
校
施
設
に
つ
い
て
は
計
画
的
な

改
修
や
更
新
を
行
い
、
施
設
の
長
寿

命
化
と
学
習
環
境
の
維
持
・
改
善
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
与
那
原
小
学
校

の
校
舎
は
、
築
44
年
が
経
過
し
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和

７
年
度
に
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
現

状
を
把
握
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
令
和
８
年
度
に
は
基
本
構

想
の
策
定
を
計
画
す
る
な
ど
、
安
全

で
安
心
な
教
育
環
境
の
確
保
に
取
り

組
み
ま
す
。

　図
書
館
は
「
学
び
の
拠
点
」「
情

報
の
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を
強
化

し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
と
読
書

活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
学
校
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち

の
読
書
習
慣
の
形
成
や
学
力
向
上
を

支
え
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
健

康
や
ス
ポ
ー
ツ
と
の
親
和
性
の
高
い

地
域
特
性
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、

心
身
の
充
実
し
た
人
材
育
成
と
新
た

な
与
那
原
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
健
康
寿
命
の
延
伸

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

町
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推

進
、
各
種
競
技
団
体
へ
の
支
援
や
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
交

流
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
「
学
び
」「
文
化
に

触
れ
」「
体
を
動
か
し
」心
身
と
も
に

安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
与
那
原

町
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

革
と
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

み
ま
す
。

　令
和
７
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
、学
校
運
営
協
議
会
制
度（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）
を
推
進
し
、

学
校
運
営
や
課
題
に
対
し
、
保
護
者

や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
画
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
、
地
域
に
密
着
し

た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　令
和
8
年
度
か
ら
は
、
町
外
の
高

校
な
ど
へ
通
う
生
徒
の
通
学
に
係
る

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

バ
ス
通
学
へ
の
補
助
を
実
施
し
ま

す
。

し
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
管
理
を
徹
底

し
た
安
全
で
美
味
し
い
給
食
の
提
供

と
、
学
校
給
食
を
通
じ
た
食
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
で
は
、
与
那
原
町
・
八
重
瀬
町
の

両
小
中
学
校
に
安
全
安
心
で
美
味
し

い
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
を
採
用
し
、
民
間
活
力
に
よ
る

効
率
的
・
機
能
的
で
新
衛
生
基
準
に

準
拠
し
た
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

令和8年度 所信表明
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